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Irisin mediates effects on bone and fat via αV integrin receptors.  
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Irisin はαV インテグリン受容体を介して骨と脂肪に作用する 
Irisinは筋肉から分泌され、運動により増加して身体活動に対する有益な効果を仲介する。Irisin

は、特に脂肪組織、脳、および骨に効果をもたらすことが示されている。しかしながら、運動の骨

格への作用は良く分っておらず、Irisinの受容体は同定されていない。今回我々は、IrisinがαVクラ

スのインテグリンに結合することを示し、生物物理学的研究により、IrisinとαV/β5インテグリンが

相互作用する領域を同定する。αVインテグリンの化学的阻害は、骨細胞および脂肪細胞での

Irisinによるシグナル伝達と機能を抑制する。Irisinは、骨細胞の生存と、骨リモデリングの局所的

な調節因子であるスクレロスチンの産生を増加させる。FNDC5(Irisin)の遺伝子欠損は、卵巣摘出

術により誘発された骨細胞性の骨溶解を完全に抑制する。以上の所見は、Irisinの骨リモデリング

に対する重要な役割を示している。Irisin受容体の同定により、運動と健康におけるIrisinの理解が

さらに深まることが予想される。 


